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自己紹介

株式会社 矢野特殊自動車

品質保証部 取締役部長 柴田 和典
1989年4月入社 61歳

・安全衛生統括管理者
・防火管理者
・災害対策チームリーダ－
・ＩＳＯ 管理責任者
・ＣＮプロジェクトリ－ダ－
・ＱＣＣプロジェクトリーダ－
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CO2排出量推移の把握
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活動内容及び目標
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外部からの支援による活動
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【修正】2030年現実路線シナリオ エネルギー種 ガソリン ℓ エネルギー種 ガソリン ℓ 排出係数 0.00232 t-CO2/ℓ 2024.5.18北林加筆修正

目標設定基準と取組概要
削減目標

(対前年度）
目標設定基準と取組概要

削減目標

(対前年度）
時期 目標設定基準と取組概要

削減目標

（対基準年度）
時期 目標設定基準と取組概要

削減目標

（対2030年度）

時期 年 2021 2022 2023 2023 2024 2029年までに 2030 2044年までに 2045

使用量 ℓ 53,588 48,532 ▲ 2,155 46,377 45,095 ▲ 3,000 42,095 ▲ 16,076 37,512 ▲ 37,512 ▲ 53,588 0

CO2排出量 t-CO2 124 113 ▲ 5 108 105 0 98 ▲ 37 87 ▲ 87 ▲ 124 0

項目 単位 内容・根拠
想定規模

・効果

取組別

削減目標
内容・根拠

想定規模

・効果

取組別

削減目標
内容・根拠

想定規模

・効果

取組別

削減目標

想定規模

・効果

想定規模・効果

（2021-2045）

取組別

削減目標

成行増減 ℓ 社用車の増減：＋2台 0 0 社用車の増減：－6台 0 0 社用車の増減：？ 0 0 社用車の増減：？ 0 0 0

省エネ ℓ

・ガソリン車：－2台（17台）

・HEV：±0台（32台）

・HEV2：＋5台（5台）

・省エネ運転励行（ドラレコ活用）

▲ 1,858 ▲ 2,155 ▲ 3,437

・ガソリン車：－10台（7台）

・HEV：－3台（29台）

・HEV2：＋2台（7台）

・省エネ運転励行（ドラレコ活用）

▲ 13,856 ▲ 3,000

・ガソリン車：－19台（0台）

・HEV：－34台（0台）

・HEV2：＋42台（42台）

・省エネ運転励行（ドラレコ活用）

▲ 28,970 ▲ 16,076

・ガソリン車：±0台（0台）

・HEV：－17台（0台）

・HEV2：－32台（0台）

・省エネ運転励行（ドラレコ活用）

▲ 2,920 ▲ 31,889 ▲ 26,588 HEVはHEV2に代替後にBEVに代替

電化削減

（→電気）
ℓ 0 0 0 0 ・HEV2→BEV：1台 ▲ 573 0   ・HEV2→BEV：42台 ▲ 28,054 ▲ 28,626 ▲ 27,000

再エネ化削減

（→再エネ燃料）
ℓ 0 0 0 0 0 0 0 バイオディーゼル車、FCV（グリーン水素）等

エネルギー転換削減

（→化石燃料）
ℓ 0 0 0 0 0 0 0

LPG車、FCV（グレー水素）、ガソリン車（e-Fuel）

転換先のエネルギーは別途シートを作成

取組結果 ℓ ▲ 1,858 46,377 ▲ 13,856 42,095 ▲ 29,542 37,512 ▲ 30,973 ▲ 60,516 0 基準年使用量ー取組削減量

電化増加 kWh 0 0 ・BEV：＋1台（1台） 2,481 2,481 ・BEV：＋49台（50台） 121,565 124,046 124,046 電化により増加する電力量（想定年間走行距離によって変動）

電気排出係数 t-CO2/kWh 0.000389 0.000475 0.000475 0.000475 0.000475 0.000370 0.000000

成行増減 t-CO2 0 0 0 0

省エネ t-CO2 ▲ 5 ▲ 7 ▲ 37 ▲ 62

電化削減

（→電気）
t-CO2 0 0 0 ▲ 63

再エネ化削減

（→再エネ燃料）
t-CO2 0 0 0 0

エネルギー転換削減

（→化石燃料）
t-CO2 0 0 0 0

取組結果 t-CO2 108 98 87 0

電

化
電化増加 t-CO2 0 0 0.92 1 48

項目 概要 概算（円） 備考 項目 概要 概算（円） 備考 項目 概要 概算（円） 備考 項目 概要 概算 備考

HEV化
3M円（HEV・HEV2）×50台

5M円（BEV）×1台
155,000,000 当該期間

BEV化

電気ST

5M円（BEV）×49台

2M円（急速充電）×2台

0.4M円（通常充電）×5台

251,000,000 当該期間

ガソリン代

754ℓ（HEV）×160円/ℓ×17台

580ℓ（HEV2）×160円/ℓ×32台

15,000km/(6km/kWh)（BEV）×24

円/kWh×1台

5,080,480 単年度 電気代 単年度

ガソリン車更新

（2021年相当）

2M円（ガソリン車）×21台

3M円（HEV）×29台
129,000,000 当該期間

HEV更新

（2030年相当）

ガソリン代

（2021年相当）

1510ℓ（ガソリン車）×160円/ℓ×

21台

754ℓ（HEV）×160円/ℓ×29台

8,768,954 単年度
ガソリン代

（2030年相当）

車代替 26,000,000 当該期間 車代替 251,000,000 当該期間

燃料代 -3,688,474 単年度 燃料・電気代 0 単年度

-1,088,474

単年度

（投資を単年度平

均化）

25,100,000

単年度

（投資を単年度

平均化）

既存

投資（イニシャル）

費用（ランニング）

差分（取組ー既存）

投資（イニシャル）

費用（ランニング）

合計（単年度）

ガソリン使用量0

・燃費向上と完全電化

・HEVをHEV2に代替

・全HEV2をBEVに代替

取

組

電

化

取

組

取組

投資（イニシャル）

費用（ランニング）

設

定

CO2排出量▲5t-CO2

・燃費向上（使用ガソリン削減）

・ガソリン車をHEVに代替

・HEVは新型HEVに代替

ガソリン使用量▲3,000L（対2023年実績）

・燃費向上（使用ガソリン削減）

・ガソリン車をHEVに代替

・HEVは新型HEVに代替

・エコ運転の活動の強化

ガソリン使用量▲30%

・燃費向上（使用ガソリン削減）

・ガソリン車を廃止

・すべてをHEV2に代替

・BEVを試験導入

あるべき姿（2030-2045）
削減目標

（2021-2045）

カーボン

ニュートラル
備考項目 単位 基準年 前年

実行計画（過年度）
マイルストン

（計画値）

前年

（実績値）

実行計画（当年度）
マイルストン

（計画値）

ロードマップ（2021-2030）
目標

（対基準年度）
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車の更改イメージ
ガソリン HEV HEV2 BEV

744 ℓ/年・台

（20 km/ℓ）

572 ℓ/年・台

（26 km/ℓ）
0 ℓ/年・台

（6 km/kWh）

(744-1488) ℓ/年・台

(572-744) ℓ/年・台

-572 ℓ/年・台

1488ℓ/年・台

（10 km/ℓ）

（例）シナリオ（ガソリン削減チーム）



2023年～2030年 ロードマップ

①成行増分基準年
（2021年） ②省エネ

削減

③電化・電気
排出係数改善

④再エネ転換

・技術革新と
オフセット目標：1,053トン(2013年度比38％減）

▲23％

▲24％

ＰＪ目論見：822トン(2021年度42％減）

(t-co2)



▲14％

カーボンニュートラル化

事業活動に
不可欠なエ
ネルギー等

2045年あるべき姿（ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ）

▲27％

▲59％

①成行増分 ②省エネ
削減

④再エネ転換

・技術革新と
オフセット

③電化・電気
排出係数改善

基準年
（2021年）

(t-co2)



②工場等省エネ
▲9,380kWh年／－

②旧ブース更新（▲7基）・②作業最適化
▲50,990kg

③HEV→BEV代替（ 1台＋42台）
▲37,512ℓ／20年（現時点）

③太陽光発電導入(680kw) ・自家消費
▲900,000kWh／10年

②社用車削減
▲11台／－

③太陽光発電導入(150kw) ・自家消費
▲200,000kWh／10年（現時点）

④非化石証書等購入
▲69,919kWh／＋

②ガソリン車→HEV代替（10台）
▲16,076ℓ／11年

②低硬化ｴﾈﾙｷﾞｰ塗料・②ラッピング技術・④再エネ転換（水素等）
▲33,994kg

②冷凍機試験条件見直し・②ｼｬｰｼ車両給油基準・③冷凍機電化等
▲10,319ℓ

④再エネ転換（水素等）転換
▲24,078ℓ

②焼却炉停止・廃止
▲24,000ℓ／8年

③電気ストーブ導入（27台）
▲23,328ℓ／2年

④航空ローリ性能試験の灯油をバイオ燃料等に代替
▲20,000ℓ

電気

ガソリン

LPG

軽油

灯油

～2045（あるべき姿）～2030（計画＋ロードマップ）

下段の数字は、削減目標／投資回収年

カーボンニュートラルに向けたシナリオの概要

②省エネ改善③電化・電気排出係数改善④再エネ転換・技術革新とオフセット



各取り組みの投資回収年数

ｴﾈﾙｷﾞｰ 投資（実施）時期 内容 ①総投資額（円） ②効果(円/年）
投資回収年数

（①÷②）（年）

2024～2045年度
・基準年比▲0.5％/年の節電

（▲9,380kwh/年）
0 140,700 -

2024～2045年度 パソコンモニター不使用時電源OFF 0 8,370 -

・社用車の減（▲11台） -22,000,000 0 -

・ガソリン車をハイブリッド車へ代替（10

台）
10,000,000 910,000 10.99

2025～2030年度
・ガソリン車を全てハイブリッド車へ代替

（7台）
7,000,000 637,000 10.98

・旧型ブース更新 270,000,000 17,850,000 15.13

・作業適正化（燃焼時間の適正化） 0 480,000 -

・低硬化エネルギー塗料の採用（乾燥時間減少） 0 480,000 -

・ラッピング技術の採用（塗装⇒ステッカー） 0 480,000 -

・冷凍機試験条件見直し（４ｈ/台）
0 504,000 -

・フォークリフトの電動化検討
17,000,000 672,000 25.30

・ディーゼルエンジン社用車３台の処遇
0 - -

・シャーシ車両への給油（給油量の基準）
0 504,000 -

軽油 2025～2030年度
・構内移動方法の見直し検討

　(トラック自走⇒電動けん引車）
0 - -

種別

② 省エネ削減

ガソリン

2024年度

ＬＰＧ 2025～2030年度

ＬＰＧ 2031～2045年度

軽油 2024年度

灯油 2025年度

電気

・灯油使用量ゼロ⇒焼却炉廃止（▲24,000L） 15,076,600 8.151,850,080

プラス効果はプラス記入



各取り組みの投資回収年数

ｴﾈﾙｷﾞｰ 投資（実施）時期 内容 ①総投資額（円） ②効果(円/年）
投資回収年数

（①÷②）（年）

2025～2030年度
・電気自動車を試験導入（1台）

　ガソリン→BEV
3,000,000 147,000 20.41

2030～2045年度
・全ての車両を電気自動車へ（42台）

　HV２→BEV
90,000,000 2,352,000 38.27

軽油 2025～2030年度
・冷凍機のCHV化

・待機電源を利用した冷凍機試験
0 1,512,000 -

灯油 2023～2030年度
・電気ストーブ導入　27台

（▲23,328L）
1,107,000 684,288 1.62

2025～2030年度
・太陽光発電設備導入

（680㎾/900,000kwh/6,800㎡）
117,000,000 12,000,000 9.75

2031～2045年度
・太陽光発電の導入

　（150㎾/200,000kwh/1,500㎡）
26,000,000 2,800,000 9.29

非化石証書等 電気 2031～2045年度
・非化石証書購入

（▲69,619kwh)2023年　0.4円/ｋｗｈ
0 -27,848 （回収不能）

・再エネ水素への転換（水素バーナー等） - - -

・再エネガスへの転換 - - -

・非化石燃料への転換 - - -

軽油 2031～2045年度 ・再エネ水素への転換（FCVトラック化） - - -

種別

③

電化削減

（→電気）

ガソリン

自家発電・自家消費 電気

④
再エネ化削減

（→再エネ燃料）

ＬＰＧ 2031～2045年度 2031年度以降の案については水素ガスや

再エネガスなどの費用想定が全く立ちま

せんので「ー」としています。

プラス効果はプラス記入
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